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日付 声の内容 いつ どこで
○／× 「バカな奴」「死ね」 ぼーっとしていた 自分の部屋
「親不孝者」「あほ」 テレビを見て 居間
○／△ 「見張られてる」 ぼーっとしていた 自分の部屋
















































表 3　 “何かに集中する”の 1例
日付 声の内容 対処（何かに集中する） 不快度
○／× 「お前が悪い」 音楽を聴く 60
○／△ 「死ぬしかないね」 PSWに電話 40
○／○○ 「泥棒」「あはは」 テレビ（できない） 100
○／×× 「あほ」「バカ」 散歩（怖くてできない） 100
○／×○ 「バカ」 読書（読めない） 100
×／○ 「お前がバカだ」 ゲーム（できない） 100











実施後 声の内容 誰と話したか 不快度
1週間後 彼の声で罵倒等 PSW，Fr 60






















































































































































支援過程 相談者と PSWとのかかわり ナラティブ（語り） 幻聴の変化
・インテーク 傾聴，受容，共感 感情表出，彼・母親を非難 罵倒，批判，非難
・アセスメント
・インターべンション
・モニタリング
協働，参加，受容，共感，励
まし，指示，支持，情報提供
感情表出，過去の回顧・反
省，彼との生活像
罵倒・批判・非難，
優しい罵倒，時折の
励まし，音楽
・エバリュエーション
・終結
協働，参加，励まし，支持，
情報提供
生活像が物語として語られ
る
優しい罵倒，音楽，
時折の励まし，水音
　①「相談者と PSWのかかわり」と「ナラティブ（語り）」
　Ａさんの語りは，沈黙や回想しながら自発的に語られた．時間的経過でなかったり，語りに矛
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盾する場面もあったが，PSWは一貫して，Ａさんの語りを批判したり修正したりせずに受容し，
時には励まし，指示するという姿勢を貫いた．その語りは反省や回顧を繰り返しながら時には幼
少期の頃にまで遡ることもあった．また，涙を伴うことも多かった．
　②「相談者と PSWとのかかわり」と「幻聴の変化」
　Ａさんの反省や回顧，感情の発散に寄り添う支援のなかで語りが感情表出，単語，文，文章，
物語りと変化するごとに，幻聴の内容も罵倒から励まし・音楽，声の主も元彼から知らない人へ
と変わった．
　Ⅳ　考察
　精神保健福祉相談援助におけるナラティブ・アプローチの有用性について，「ソーシャルワー
クの支援展開としてのナラティブ・アプローチ」から考察する．
　公益社団法人日本精神保健福祉士協会の『精神保健福祉士業務指針及び業務分類　第 2版』
に，精神保健福祉士として特に，重要なソーシャルワークの視点として，主体性の回復・尊重
（エンパワメント），ストレングス，リカバリー，当事者との協働（パートナーシップ）5）の４つ
があげられている．
　本事例をこの４つの視点をもとに考察すると，Ａさんは，幻聴に振りまわされていた状態から
幻聴を無くすことで彼との再出発が可能となるという希望をもつようになり，問題解決に向けて
積極的に取り組んでいる（エンパワメント）．そして，通院しながらではあるが，幻聴と折り合
いを付けながらの生活を作りなおした（ストレングス）．さらに，再就職のために技能習得に臨
み，交際していた男性への未練が無くなり，新しい恋愛への希望がわくなど，人生の再出発を果
たしている（リカバリー）．
　マーク・レーガンは，リカバリーを希望，エンパワメント，自己責任，生活の中の有意義な役
割 6）という段階で捉えているが，Ａさんの場合もこのリカバリー過程を経ていると考えられよう．
Ａさんのリカバリーのポイントは，幻聴の消失を目的とするのではなく，自分らしい生活の実現
（自己実現）を阻む幻聴との折り合いの付け方を身に付けるという視点の転換をAさん自身がで
きたストレングスが，精神病の正しい認識となり通院に繋がった考えられよう．また，「もうだ
めかなって思っていたけど，もう一度人生やり直したい．分からないけど何となく（やり直すこ
とが）できるような気がする」と言うＡさんのこの自尊心が，新しい生活を築いていこうという
意欲の源泉になったのではないだろうか．以上より，本事例はソーシャルワークの支援展開をし
ていると考えられよう．
　そして，この関係を可能にしているのが認知理論の技法である．まず，カウンセリング技法で
ある傾聴・受容・共感という「かかわり」で信頼関係を形成し，励ましや支持などの技法で，A
さんが新たな目標を見つけるのを助けている．さらに，共同作業で問題を発見して解決策を考
え，解決に取り組んでいる．その結果，Aさんは自主的に受療し，その後の生活像を描いてい
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る．
　この支援過程では，“Ａさんと共に問題解決に取り組む PSW”が存在する．（図 3）近年，
PSWには従来からの相談支援技術に加えて，包括的な相談支援を行うための地域における医療・
福祉サービスの利用調整，ケアマネジメント，コンサルテーション，チームアプローチ，ネット
ワーキングなどの支援技術も求められている．7）8）たとえば，図 4のように，チームアプローチで
は，PSWを含む多職種に利用者を加えて，問題を円の中心置き，協働で取組むのである．9）従来
では支援の受け身であった利用者が，協働体制の成員として機能し，利用者主体の支援展開が可
能になるのではないだろうか．
図 3　利用者と共に問題解決をする PSW
図 4　チームアプローチにおける支援関係
　以上より，ナラティブ・アプローチは，相談者の生きざまに寄り添うというソーシャルワーク
支援に有益なアプローチと考える．また，認知理論の技法は，あらたなストーリーを生成し，現
状に対する捉え方や行動を変えることを目ざすことに役立つカウンセリング技法と言えるのでは
ないだろうか．
　まとめ
　吉川武彦は「利用者とその環境の全体性に働きかけるというソーシャルワーク実践を，カウン
セリング技法を手段に利用者とソーシャルワーカーの協働と参加によって問題解決に向けてかか
わっていく支援過程」10）をカウンセリング・ソーシャルワークとして提唱している．本事例もこ
の吉川の理論を支持したい．そして，このカウンセリング・ソーシャルワークを実践するには，
カウンセリング技法の習得が必須である．傾聴・受容・共感・コミュニケーションといった今で
は広く認められているカウンセリング技法に加え認知（行動）療法技法や家族療法技法などの臨
床心理技法の習得が必要であろう．11）
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